






















の用語では話題─述題）を取り上げ、二つに分類した。一つは A,（則）B; B,（則）C; C,（則）





















できる。ここにはまず C を T として引き継ぐことと、その T を省略するという二重の操作が働
いていると言えよう。
　陳平（1987）は、テクストにおけるアナフォリック形式についてゼロ・アナフォラを含む構造
を“平行推進”と“層継推進”の二つに分類した。前者は一つの T に対して複数の C が順次続






































　T と C には、S－P における構造上及び形式上の一致関係の制約がないので、両者のつながり
は緩やかで融通性に富む。対応というより独立性を維持しながら両者はそれぞれの単位を構成し
文を生成してゆく。その文は構造規則により設定される強固な枠組みを持つS－Pの文とは異なり、

























































二文に収まっているが、T と C とのつながりは全く異なる。
　　T
T₁




ongdong was only a
C₂
 tiny star 
glimmering on the horizon, not yet ready to rise into the sky, but someday t
T₃




























































































































































し、無生物描写の空間順序に沿って描かれる。この話題 T₄は C₂－Ø T₃の“树胶”がこの順序に
沿って再び捉え直され現れたものと見ることができる。その意味において C₂－Ø T₃－T₄の
チェーンメカニズムを形成していると言えよう。







































































　　Thang Siyuan was silent. He turned and gazed at the pine s
C
eedlings on the facing 
slope as he quietly ate the two sour fruits his son had given him. The l
T
ittle pines were 
casting shadows much longer than themselves.
　同一語句の繰り返しを嫌ってか、原文の“小松树”に対して“the pine seedlings”と“The 
little pines”の二つの語句が使われている。“the pine seedlings”は最初の“小松树”に、“The 
little pines”は最後の T としての“小松树”にそれぞれ相当すると見られる。原文の二つ目の“小
松树”はどうか。英訳では“夕阳”から始まる前節を訳出していないので、その中に含まれる“小
松树”も現れていない。後節の“小松树”に相当する“The little pines”を T として新たに文
を始めている。既述のように、この“小松树”は既に登場しているので（原文では最初の文、英
文では第二の文）、新情報を伝える C としての重要度は低い。むしろ原文では、続く T を引き起
こす役割を担っていると思われる。シンタックスの異なる英文に中国語のトピックチェーンを求
めることはナンセンスだが、原文のトピックチェーン構造を把握しておくことは作者の表述方法
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